






































































































































































































　（2）「出力」の「文字列」部分を入力する画面への ”Hello World!” の入力
　BoxBasicで，「出力」ボックスをマウスの左ボタンでダブルクリックすると，図3のように，
出力の「文字列」部分を入力する画面が開く。そこで，”Hello World!” と入力し，決定をクリッ
クする。
　（3）「HelloWorld出力」プログラム作成結果
　以上の操作により，「HelloWorld出力」プログラムが完成した。
　図4に，「HelloWorld出力」プログラムを示す。
　BoxBasicでは，このように，ボックスの組合せだけでプログラミングを行う。そのため，プ
ログラミングが簡単に行える。
　（4）「HelloWorld出力」プログラムの高速実行
　BoxBasicで，「HelloWorld出力」プログラムを実行するには，左下の「高速実行」ボタンをク
リックする。
　その結果，図5のように，“Hello World!”という実行結果が表示される。
図3　出力の「文字列」部分を入力する画面
図4　「HelloWorld出力」プログラム
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山　　下　　明　　博
　（5）C言語への変換
　BoxBasicの「ソース出力」「Cソース出力」メニューを選択すると，「HelloWorld出力」プログ
ラムは，C言語に翻訳され，その結果が表示される。
　図6に，C言語に翻訳された「HelloWorld出力」プログラムのソースを示す。
　2．SAMPLE09_文字型変数.LAY
　「SAMPLE09_文字型変数.LAY」プログラムは，BoxBasicにおいて，「文字型変数」処理を学
ぶためのプログラムである。
　（1）文字型変数プログラム
　変数Sと変数Tに文字列を入力し，それを組み合わせて出力するプログラムである。このプロ
グラムの高速実行の結果は，BoxBasicの場合，図7のようになる。
図5　「HelloWorld出力」プログラムの実行結果
図6　C言語に翻訳された「HelloWorld出力」プログラムのソース
図7　文字型変数プログラムと高速実行の結果
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ビジュアル開発環境BoxBasic によるプログラミング教育
　（2）C言語への変換
　BoxBasicの文字列変数プログラムをC言語に翻訳した結果を，図8に示す。
結　　　　　論
　BoxBasicは，初めてプログラミングを学ぶ学生でも，容易にプログラミングを開発できる環
境を提供するものである。BoxBasicは，これまではテキストエディタで記述していたロジック
の部分のプログラミングを，画面上に作成する「ボックス」と呼ぶ長方形によってビジュアル化
した。また，BoxBasicで使用する基本要素を14個に限定し，それらの要素を組み合わせてプロ
グラミングすることにした。これにより，初習の学生でも混乱せず，確実にプログラミングの技
術を身に付けることができると考える。
　また，サンプルを11個用意した。学生は，これらを一通り作成し，動作させてみることによ
り，順序を追って，プログラミング技術を学ぶことができる。そして，BoxBasicでプログラミ
ングした結果をC言語に翻訳し，両者を比較し，共通点を理解することができるため，特定の言
語にとらわれない汎用的なプログラミング能力を身に付けることができると考える。
　実際には，「ビジネス情報処理」で，学生がプログラミングを行うのは，平成26年9月以降であ
り，BoxBasicを使って学生に指導する上で，問題点が生じることも予想される。学生の反応を
得ながら，BoxBasicの機能をさらに拡充し，多くのプログラマに使ってもらえるようなプログ
ラミング開発環境に成長させていきたいと考える。
注
1） 山下明博（2014），「完全なビジュアルプログラミング言語BBBの設計と開発」，2013年度安田女子大学紀
要第42号，p.231 ～ p.247。
2） Visual BASICは，Microsoft社が販売したプログラミング開発環境であり，当初はMS-DOS環境下でのビ
ジュアルなプログラミングツールとして開発された。その後，1995年にWindows95が発売されると，
Windowsアプリケーションソフトウェアを手軽に開発できるプログラミング言語として注目され，多く
のWindowsアプリケーションがVisual BASICによって開発された。特に，1998年に発売されたVisual 
BASIC 6.0は，データベースアクセス機能，ActiveX作成機能など，高度なプログラミングも可能とな
り，高い評価を得た。
3）吉田弘一郎（1994），「Visual C++によるMFCライブラリの使い方」参照。
〔2014.　9.　25　受理〕
図8　C言語に翻訳された文字列変数プログラムのソース
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